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 高速増殖炉の炉心溶融事故時には，ジェット状に射出された溶融燃料挙動の把握が重要となる．本報では，

試験流体を用いた液液二相系でのジェット射出実験を実施し，液滴の生成挙動を観測した結果について報告

する． 
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1. 緒言 

 高速増殖炉の炉心溶融事故に対する事故後冷却性評価に向けて，冷却材中にジェット状に流出した溶融燃

料のブレイクアップ挙動の把握が望まれている．著者らのグループでは，溶融ジェットブレイクアップにお

ける素過程の把握を目的とする実験的研究として，溶融金属-水系や非混和液液二相系での実験を実施してき

た．本報で報告する液液二相系での実験の目的は，極めて複雑な熱流動挙動である溶融ジェットブレイクア

ップ過程における流体的相互作用を弁別して詳細に観察し，また，広く実験パラメータを設定しその影響を

明らかにすることにある． 

2. 実験 

 本実験で用いた実験装置は，高速度カメラ，テスト部，光源で構成される．分散相の流体はノズルを介し

て，時間的に一定の流出速度で，テスト部に装填された連続相の流体中へ射出される．流入速度は，ニード

ルバルブで調整した．本実験では試験流体として，分散相に水を，連続相にシリコンオイル (KF-96L-0.65CS) 

を用いた．ジェットの界面挙動はバックライト法により観測した． 

3. 結果・考察 

 Fig. 1 は，ノズル径 7 mm におけるジェットの

可視化結果である．流速の小さい領域では，ジェ

ット先端において液滴が生成する様子が観察さ

れ，ノズル径と同オーダでほぼ単一の液滴径を

有していた．流速の増加に伴いジェットの表面

に現れる波は軸対称でなくなり，ジェット側部

での液滴生成が卓越する様子が見られた．この

ような挙動は，気液系のジェット挙動[1]に類似し

ている．また，流速が大きい場合，液滴径は分布

を有していることを確認した． 
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Fig. 1 Snapshots of jet breakup behavior with inlet velocity: 

(a) 0.045 m/s, (b) 0.086 m/s, (c) 0.21 m/s, (d) 0.83 m/s, and (e) 2.1 m/s.
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